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  大西さとし 市議会だより 
高松市議会 令和元年 

第４回（９月）定例会の報告 
 

 

 

◆第４回(９月)定例会 
高松市議会は、９月 4日から 20日までの 17日間の日程で、令和元年第４回定例会（９月議会）を

開催し、令和元年度一般会計予算など 21 議案を可決し、議員提出議案５件のうち４件を否決とした

ほか、陳情１件を不採択とし、人事案件 11件に同意しました。 

また、平成 30年度一般会計・特別会計決算３件を継続審議としました。 

 

◆～高松市の未来を話そう！ 

高松第一高等学校生徒と高松市議会議員による意見交換会～ 
 

高松市議会は 10月４日（金）、市議会議員と高松第一高等学校生徒の代表者による意見交換会を開

催しました。 

高松第一高等学校生徒との意見交換会は、今年で３年目となります。 

本年の意見交換会は昨年に引き続き、更に議論を深めたいとの思いで 2 回（10/4、11/18）にわた

り実施をし、生徒からの「住みやすく魅力ある高松市を目指す」ための意見や柔軟な発想を、これか

らの高松市の発展に向けた政策提言に生かしていくことを目指しております。 

 

 ＜グループによる意見交換会の担当常任委員会およびテーマ＞ 

 

○グループ１（総務常任委員会） 

＜テーマ＞ ＩＣＴを活用したまちづくり 

○グループ２（教育民生常任委員会） 

＜テーマ＞ 不登校を生まないための学校と地域のつながり 

○グループ３（経済環境常任委員会） 

＜テーマ＞ 就職時に地元に帰れる働く場の確保 

○グループ４（建設水道常任委員会） 

＜テーマ＞ 雨に強いまちをつくるためのソフト対策                           

 

本意見交換会が、生徒の皆さんや若者にとって、市政や議会に関心を持つきっかけになるとともに、

将来の高松を背負って頂ける人材として大きく飛躍する一助となれることを目指して、尽力して参り

ます。 

 

これからも、市民の皆様が、夢や希望を

抱き続けることが出来るよう、全身全霊で

取り組んで参る所存でありますので、引き

続きのご支援、ご協力、また叱咤激励を賜

りますようお願い申し上げます。 
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● 政策課題に対応するための事業の実施（約 1.0 億円） 

● 補助認証・制度の創設に伴う事業の実施（約 0.3 億円） 

● 当初予算編成後における情勢変化等への適切な対応（約 2.6 億円） 

● 県施行建設事業等に対する地元負担金の措置（約 4.1 億円） 
 

 

・コミュニティセンター整備費（十河コミュニティセンターの整備） 

・子ども医療費助成費（令和２年度からの子ども医療費助成の拡充に伴うシステム改修等） 

・教育ＩＣＴ整備・活用推進費（市立小学校の３・４年生普通教室に電子黒板を整備）など 
 

 

・行政改革推進費（自治体プレミアムポイント事業の事前準備） 

・小規模法人のネットワーク化による協働推進事業費 

（社会福祉法人を始めとした複数の小規模法人の連携を支援）など 
 

 

・本庁舎施設整備費（本庁舎内の老朽化した低圧配電盤等の更新） 

・印鑑登録事務費（旧氏の登録及び証明書への旧氏併記のためのシステム改修) 

・母子家庭等自立支援給付金事業費 

（ひとり親家庭の高等職業訓練促進給付金の支給額の引上げ）など 
 

 

・国、県が元年度で実施する事業に対し、地方財政法等の規定に基づき、地元負担金を措置 

するもの 
 

●９月補正の規模 
・一般会計補正額は、政策課題に対応するための事業費の補正などにより、約８億円の増額補正 

 
 

 

 

 

 

 
 

●平成 30 年度の一般会計歳入決算総額は約 1,611 億円で、歳出決算総額は約 1,577 億

円で、歳入 ・歳出とも６年ぶりの減。（歳出は３年ぶりの 1,500 億円台） 

●歳入総額から歳出総額を差し引き、そこから翌年度へ繰り越す事業の財源を除くと約 21

億円。単年度収支は、約 1 億円の黒字。 

＜歳 入＞                 ＜歳 出＞ 

  

 
 

●決算規模は、歳入・歳出とも６年ぶりの減 

 （H29：＜歳入＞約 1,759億円、＜歳出＞1,725億円） 

●実質収支は、約 21 億円 

 （H29：約 20 億円、 H28：約 38億円） 

●単年度収支は、約 1 億円の黒字 

●プライマリーバランスは、約 18 億円の黒字（３年ぶりの黒字） 

 （H29：▲約 54 億円、 H28：▲約 8億円） 

●市債残高（臨時財政対策債を除く）は、前年度末に比べ約 18 億円増（4 年連続増） 

●財政対策基金残高は、前年度末に比べ約 49 億円の減（財政調整基金残高は８年ぶりに 

100 億円を下回る） 
 

 
 

●競輪や介護保険事業など全 9 会計。全体で収入済額から支出済額を差し引き、そこから

翌年度への繰越し財源を除く実質収支は約 14 億円の黒字。 

 ＜歳入＞約 1,079億円  ＜歳出＞約 1,046 億円 

１．政策課題に対応するための事業の実施（約 1.0 億円） 

２．補助認証・制度の創設に伴う事業の実施（約 0.3億円） 

３．当初予算編成後における情勢変化等への適切な対応（約 2.6 億円） 

４．県施行建設事業等に対する地元負担金の措置（約 4.1億円） 

１．一般会計の概要 

２．一般会計の特徴 

３．特別会計の概要 

令和元年度 ９月補正予算の概要 

 

平成 30 年度 決算 見込みの概要 
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